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看護基礎教育課程における
看護学生の高齢者理解に関する研究の動向
――2002年～2011年に発表された国内研究に焦点をあてて――
樋 口 友 紀，福 島 昌 子，竹 渕 由 恵，小 川 妙 子，狩 野 太 郎
群馬県立県民健康科学大学
目的：国内の看護基礎教育課程における看護学生の高齢者理解に関する研究の動向を分析し，課題を検討
する．
方法：2002年から2011年に医学中央雑誌Web版に発表された看護学生の高齢者理解に関連する研究論文
を対象とした．研究の種類等は記述統計量を算出し，研究内容は文献内容を要約し，意味内容の類似性に
着目して分類した．
結果：対象論文は77件であり，質的研究が約45.5％を占めていた．研究内容は６カテゴリに分類され【１．
高齢者の身体的・心理的特性の疑似体験学習による高齢者理解への効果】【２．実習および教授方法の工夫
による高齢者理解への効果】【３．高齢者との相互行為による高齢者理解への効果】【４．講義・演習科目
受講による高齢者理解の現状と効果】【５．講義・演習・実習を通した縦断的な学習による高齢者理解の現
状と効果】【６．学生の特性と高齢者理解の関連】であった．
結論：学習者である学生が，様々な学習や経験を統合しながら高齢者を理解していくという，学生の成長
過程を捉えた高齢者理解の検討が必要である．
キーワード：高齢者理解，高齢者観，看護学生，看護基礎教育
?．緒 言
わが国の高齢化率は，1970年の7.1％から2010年
には23.1％となり??，この40年間の高齢化の進行
を示している．こうした高齢化は，看護教育にお
いてケアニーズの変化を捉えた改革を導き，1990
年の看護教育カリキュラム改訂では，それまで成
人看護学の一部に位置付けられていた老人看護学
が独立し，1996年には「老年看護学」という名称
変更にまでつながった．こうして「老年看護学」
が学問としての視点を確立したことは，老年期を
生きる人々の理解に基づく看護実践の追求を可能
にした．それとともに「高齢者」を理解し看護実
践につなげるための多角的な教育内容の充実が求
められている．
しかし，青年期にある看護基礎教育課程の学生
は，核家族化の加速を背景に日常生活において高
齢者と触れ合う機会は極めて少なく，具体的で多
角的な高齢者理解が難しいことも指摘されてい
る???．そのため看護学生は，看護基礎教育のなか
で年齢差の大きい高齢者との世代間ギャップを受
け止め，看護の対象である高齢者を一人の人間と
して理解することが求められる．また，高齢者に
対する看護実践は，個々の高齢者にとって達成可
能なwell-beingに焦点をあて，高齢者個人の生き
方に働きかける活動??と言われている．こうした
看護実践につなげるためにも，看護基礎教育課程
の学生は，看護の対象である高齢者理解を深めて
いくことが不可欠であり，看護教育における重要
な課題でもある．
そこで本研究は，看護基礎教育課程における看
護学生の高齢者理解に関する研究の動向を分析
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し，課題を検討することを目的とした．
?．研究目的
2002年～2011年までに日本国内で発表された看
護基礎教育課程における看護学生の高齢者理解に
関する研究の動向を分析し，課題を検討する．
?．用語の定義
本研究における高齢者理解とは，「看護学生が高
齢者の成長発達を，加齢変化も含めた身体的・精
神的・社会的・霊的側面において多角的，全人的
に理解すること」とする．
?．研究方法
１．対象文献の選定
対象文献は，医学中央雑誌Web版を用い，「高
齢者理解」「高齢者観」「老人観」「高齢者像」「高
齢者イメージ」「エイジズム」など高齢者理解に関
連すると予想される複数の用語をキーワードとし
て設定し，2002年～2011年の10年間に発表された
国内論文のうち，論文種別を「原著論文」として
検索した．その結果，総数132件の研究論文（重複
含む）を検索した．
次に検索した研究論文を精読し，看護基礎教育
課程の学生以外を対象とした研究論文や本研究の
目的に合致しない研究論文を除き，最終的に看護
基礎教育課程の看護学生を対象とした高齢者理解
に関する研究論文77件を対象として選定した．
２．分析方法
先行研究??を参考に，文献の概要が整理できる
分析フォームを用い，対象論文をデータ化した．
分析フォームは，発表年，研究対象，研究の種類，
データ収集方法，分析方法，高齢者理解に関する
用語の定義，研究内容の７項目で構成した．
このうち，発表年，研究対象，研究の種類，研
究デザイン，データ収集方法，分析方法の６項目
については，記述統計量を算出した．また，高齢
者理解に関する用語の定義は，定義の内容を整理
した．
研究内容は，研究論文を精読した後，論文の内
容を要約し，それらを表現する研究内容コードを
作成した．なお，１つの研究論文に複数の内容が
含まれる場合は，各々を命名した．次に，作成し
た研究内容コードを意味内容の類似性に着目して
分類し，カテゴリ化した．
研究内容コードの作成およびカテゴリ化は，共
同研究者間で繰り返し検討し，信頼性の確保に努
めた．
?．結 果
１．発表年別対象論文数の推移（図１）
発表年別対象論文数は，2002年５件，2003年９
件，2004年４件，2005年２件，2006年８件，2007
年９件，2008年８件，2009年７件，2010年13件，
2011年12件であった．
２．研究対象（表１）
研究対象の学生が所属する教育機関の分類で
は，４年制大学31件（39.7％），短期大学27件
（34.6％），３年課程看護専門学校などの看護師養
成所16件（20.5％），２年課程看護師養成所４件
図１ 発表年別対象論文数の推移
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（5.1％）であった．
また，研究対象の学生の学年では，４年制大学
は，１年生６件（16.2％），２年生９件（24.3％），
３年生18件（48.7％），４年生４件（10.8％）であっ
た．短期大学は，１年生12件（40.0％），２年生11
件（36.7％），３年生７件（23.3％），３年課程看
護師養成所は，１年生10件（58.8％），２年生４件
（23.5％），３年生３件（17.7％）であった．２年
課程看護師養成所は，１年生３件（75.0％），２年
生１件（25.0％）であった．
発表年別対象論文数は，４年制大学学生を対象
とした研究は１件～７件であり，2008年以降に増
加していた．また，３年課程看護師養成所の学生
を対象とした研究は０件～５件であり，2008年を
ピークにそれ以降は減少していた．（図２）
３．研究の種類（表２）
研究の種類別論文数は，質的研究35件（45.5％），
量的研究29件（37.7％），質量併用13件（16.9％）
であった．
４．データ収集方法（表３）
データ収集方法は，質問紙法48件（57.8％），授
業のレポート・感想文などの分析30件（36.2％），
その他４件（4.8％），観察法１件（1.2％），面接
法は０件であった．
表１ 対象論文の教育機関・学年の分類
ｎ＝78（重複集計）
教育機関／学年 件数（％）
４年制大学 31(39.7％)
１年生 6(16.2％)
２年生 9(24.3％)
３年生 18(48.7％)
４年生 4(10.8％)
短期大学 27(34.6％)
１年生 12(40.0％)
２年生 11(36.7％)
３年生 7(23.3％)
看護師養成所（３年課程） 16(20.5％)
１年生 10(58.8％)
２年生 4(23.5％)
３年生 3(17.7％)
看護師養成所（２年課程） 4(5.1％)
１年生 3(75.0％)
２年生 1(25.0％)
図２ 教育機関の発表年別対象論文数の推移
表２ 研究の種類別論文数 ｎ＝77
研究の種類 論文数（％)
質的研究 35 (45.5)
量的研究 29 (37.7)
質量併用 13 (16.9)
表３ データ収集方法 ｎ＝83（重複集計）
データ収集方法 論文数（％）
質問紙法 48(57.8)
SD法 21(43.8)
FSA 4(8.3)
FAQ 3(6.3)
VAS法 2(4.2)
老人観スケール 1(2.0)
開示状況質問紙 1(2.0)
自意識尺度（日本語版） 1(2.0)
その他（自作質問紙など） 15(31.3)
授業のレポート、感想表など 30(36.2)
その他 4(4.8)
観察法 1(1.2)
事故等報告書 0(0.0)
面接法 0(0.0)
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このうち質問紙法では，33件において既存の尺
度や質問紙が使用されていた．その内訳は，
Semantic Differential method（SD法）が21件，
エイジズム尺度（Fraboni Scale of Ageism：
FSA）が４件，加齢の事実についてのクイズ（The
 
Facts on Aging  Quiz：FAQ）３件，Visual
 
analog scale（VAS法）２件，老人観スケール１
件，開示状況質問紙１件，自意識尺度（日本語版）
１件であった．
５．分析方法（表４）
分析方法は，記述統計55件（37.7％），内容分析
37件（25.3％），推測統計30件（20.5％），その他
の質的分析12件（8.2％），重回帰分析などのその
他の統計９件（6.2％），KJ法３件（2.1％）であっ
た．
６．高齢者理解に関する用語の定義（表５）
用語の定義があった研究は14件（18.2％）であっ
た．
定義が記載された用語は，「エイジズム」５件，
「高齢者イメージ」４件，「老年者観，老人観」２
件，その他に「痴呆性高齢者イメージ」，「エイジ
ング」など３件があった．このうち，「エイジズム」
と「高齢者イメージ」の定義は，内容がほぼ一致
していた．また「エイジズム」の定義は，全て2007
年以降の研究における記載であった．
７．研究内容
対象となる研究論文77件から得られた研究内容
コードは81であった．これらを意味内容の類似性
に着目して分類した結果，16下位カテゴリから６
表４ 分析方法 ｎ＝146（重複集計）
分析方法 研究論文数（％)
記述統計 55(37.7)
内容分析 37(25.3)
推測統計 30(20.5)
その他の質的分析 12(8.2)
その他の統計 9(6.2)
KJ法 3(2.1)
表５ 高齢者理解に関する用語の定義
用語 定義
エイジズム
高齢者に対して抱く，偏見もしくは差別
高齢であることを理由とする人々に対するステレオタイプ化と差別のプロ
セスで高齢者差別をいう
高齢者イメージ
学生が高齢者と聞いて思い描く高齢者像
老いていく人をイメージする表現
老年者観 老年者に対する主観的なとらえ方
老人観
漠然とした老人に対するイメージから始まり，老いをどうとらえるか，そ
れはさらにこの世に生まれ成長発達し，やがて老い，死にゆく存在として
の人間をどうとらえるのかという哲学的な問いを含み，また現代社会に生
きる老人とその周辺をどうみつめるのかという社会学的な問いも含んでい
る．また，老人観は，個人の価値観を反映し，いったん獲得した後も成長
発達過程に伴い，変容を遂げる可能性をもつ
痴呆性高齢者イメージ 痴呆性高齢者に対する「想像」，「印象」
痴呆性高齢者観 痴呆性高齢者に対する「見方（見解）」，「考え方」
エイジング
生物が成長・分化・形態の形成などの後に必ず受ける時間の経過に伴った
衰退の過程，加齢現象，人間の一生のうち成熟期（30歳頃）以降にみられ
る諸機能の低下現象で，終局的に死につながる過程
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カテゴリが形成された（表６）．
形成されたカテゴリは，【１．高齢者の身体的・
心理的特性の疑似体験学習による高齢者理解への
効果】【２．実習および教授方法の工夫による高齢
者理解への効果】【３．高齢者との相互行為による
高齢者理解への効果】【４．講義・演習科目受講に
よる高齢者理解の現状と効果】【５．講義・演習・
実習を通した縦断的な学習による高齢者理解の現
状と効果】【６．学生の特性と高齢者理解の関連】
であった．以下に，各カテゴリ（【 】）について，
下位カテゴリ（? >）と，そこに分類されたコー
ド（［ ］）を用いて結果を述べる．
１）【１．高齢者の身体的・心理的特性の疑似体験
学習による高齢者理解への効果】（18コード：
22.2％）
このカテゴリは，18コード，５下位カテゴリか
らなり，その内容は，?生活動作障害のある高齢者
疑似体験学習による高齢者理解への効果>，?高齢
者疑似体験学習による高齢者理解への効果>，?高
齢者疑似体験内容による高齢者理解への影響>，
?エイジングメイクやゲーム教材を用いた体験学
習における高齢者理解への影響>，?喪失模擬体験
学習による高齢者理解への影響>であった．主な
コードは，［高齢者疑似体験演習前後の高齢者理解
に関する学びの記述内容とイメージの変化］，［エ
イジングメイク演習過程における高齢者像の変
化］，［喪失模擬体験学習における高齢者を捉えた
学びの内容と高齢者理解度の変化］などであった．
２)【２．実習および教授方法の工夫による高齢
者理解への効果】（16コード：19.8％）
このカテゴリは，16コード，３下位カテゴリか
らなり，その内容は，?実習における教育方法の工
夫による高齢者理解への効果>，?高齢者に関する
図書・視聴覚教材を活用した学習における高齢者
理解への効果>，?グループ学習における高齢者理
解への影響>であった．主なコードは，［老人ケア
施設実習における学生へのナラティブ面接導入に
よる高齢者の捉え方］，［高齢者の意志決定を描い
た映画教材の視聴による高齢者を捉えた学びの内
容］，［高齢者に関するビデオ視聴，手記や資料朗
読などの学習による高齢者イメージの変化］など
であった．
３)【３．高齢者との相互行為による高齢者理解
への効果】（14コード：17.3％）
このカテゴリは，14コード，３下位カテゴリか
らなり，その内容は，?老年看護学実習における高
齢者理解への影響>，?インタビューによる健康高
齢者との対話体験学習における高齢者理解への影
響>，?実習における高齢者理解の方法>であった．
主なコードは，［老年看護学実習前後の高齢者イ
メージの変化］，［老年看護学実習前後の高齢者に
関する知識の理解度とエイジズムとの関連］，［健
康高齢者へのライフヒストリーインタビューにお
ける高齢者を捉えた学びの内容］，［老年看護学実
習において高齢者理解のために用いた看護実践方
法の実際］などであった．
４）【４．講義・演習科目受講による高齢者理解の
現状と効果】（10コード：12.3％）
このカテゴリは，10コードで形成され，老年看
護学の講義や演習科目の受講による高齢者理解へ
の影響についての内容であった．主なコードは，
［老年看護学の講義終了後の高齢者イメージの特
徴］，［老年看護学講義前後の高齢者に対する意識
の変化］などであった．
５）【５．講義・演習・実習を通した縦断的な学習
による高齢者理解の現状と効果】（８コード：
9.9％）
このカテゴリは，８コードで形成され，老年看
護学の縦断的な学習進行における高齢者理解の現
状と効果に関する内容であった．主なコードは，
［老年看護学講義・演習・実習における高齢者イ
メージの経時的変化］などであった．
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表６ ?高齢者理解」に関する研究内容 ｎ＝81
研究内容のコード カテゴリ（コード数)
片麻痺を含む高齢者疑似体験前後の高齢者ケアに対する共感性と気構えの変化 1-1)生活動作障害のある高齢者疑似体験
学習による高齢者理解への効果⑷
１ 高齢者の身体的・心
理的特性の疑似体験
学習による高齢者理
解への効果
（18，22.2％）
片麻痺を含む高齢者疑似体験レクリエーション演習における学習内容
片麻痺を含む高齢者疑似体験や生活動作援助体験による高齢者理解の学習内容
生活動作障害のある高齢者のロールプレイおよび技術演習後レポート内容の特徴
高齢者疑似体験演習による高齢者イメージと高齢者理解の変化に及ぼす影響 1-2)高齢者疑似体験学習による高齢者理
解への効果⑹高齢者疑似体験演習により理解した高齢者のイメージ
高齢者疑似体験演習前後の高齢者理解に関する学びの記述内容とイメージの変化
高齢者疑似体験演習前後における高齢者観の記述内容
高齢者疑似体験演習における高齢者理解に関する学びの記述内容
高齢者疑似体験演習における高齢者を捉えた学びの内容
高齢者疑似体験教材の装着パーツの違いによる高齢者を捉えた学び内容の相違 1-3)高齢者疑似体験内容による高齢者理
解への影響⑷高齢者疑似体験内容の相違による高齢者に対する意識とケア意識の比較
５分間の高齢者疑似体験演習における高齢者理解に関する学びの記述内容
生活動作障害のある高齢者模擬体験と動画演習を併用した学習の実態
エイジングメイク演習過程における高齢者像の変化 1-4)エイジングメイクやゲーム教材を用
いた体験学習における高齢者理解へ
の影響⑶
エイジングゲームにおける高齢者への心理・精神的側面に関する学習内容
エイジングメイクの有無によるエイジングゲームにおける老化の心理的体験内容の比較
喪失模擬体験学習における高齢者を捉えた学びの内容と高齢者理解度の変化 1-5)喪失模擬体験学習による高齢者理解
への影響⑴
高齢者疑似体験を含む通所施設見学における高齢者観の特徴 2-1)実習における教育方法の工夫による
高齢者理解への効果⑺
２ 実習および教授方法
の工夫による高齢者
理解への効果
（16，19.8％）
疑似体験を組み入れた健康高齢者実習における高齢者のイメージカラーの変化
高齢者疑似体験演習後の老年看護学実習における体験の記述
高齢者疑似体験を用いた健康高齢者実習における高齢者イメージの変化
老人ケア施設実習における学生へのナラティブ面接導入による高齢者の捉え方
高齢者施設実習終了後のグループワークにおける学習内容
高齢者疑似体験演習と高齢者施設見学の連続学習における高齢者イメージの変化
認知症高齢者の生活を描いたメディア教材視聴前後の高齢者を捉えた語句の変化 2-2)高齢者に関する図書・視聴覚教材を活
用した学習における高齢者理解への
効果⑹
高齢者の意志決定を描いた映画教材の視聴による高齢者を捉えた学びの内容
高齢者の心理描写のある図書教材活用による高齢者の情緒的理解に関する学習内容
戦争体験のある高齢者に関する図書ビデオ教材学習による高齢者イメージの変化
高齢者疑似体験群とＤＶＤ教材鑑賞群における高齢者理解の内容の比較
高齢者に関するビデオ視聴、手記や資料朗読などの学習による高齢者イメージの変化
複数の課題遂行後のグループ発表における高齢者イメージと老人観の認識の変化 2-3)グループ学習における高齢者理解へ
の影響⑶高齢者をテーマにしたグループ発表視聴前後の高齢者イメージと学びの内容
高齢者をテーマにしたグループ発表における準備の実態と学びの内容
実習における認知症高齢者看護体験の有無によるエイジズムの変化 ３-1)老年看護学実習における高齢者理解
への影響⑻
３ 高齢者との相互行為
による高齢者理解へ
の効果（14，17.3％）
老年看護学実習前後のエイジズムの変化
老年看護学実習前後の高齢者に関する知識の理解度とエイジズムとの関連
老年看護学実習前後の高齢者イメージの変化
介護療養型医療施設実習前後における高齢者イメージの変化
福祉施設実習後における高齢者イメージの特徴
老年看護学実習前後における高齢者イメージの変化
グループホーム実習前後の認知症に関する知識と認知症高齢者イメージの変化
健康高齢者インタビューにおける高齢者理解に関する学びの内容 3-2)インタビューによる健康高齢者との
対話体験学習における高齢者理解へ
の影響⑸
健康高齢者へのライフヒストリーインタビューにおける高齢者を捉えた学びの内容
健康高齢者への個人史インタビューにおける高齢者の人生観・健康観に関する学び
自律した高齢者と学生集団との語り合いによる学習内容
健康高齢者へのインタビューにおける高齢者の生き方・価値観に関する理解の現状
老年看護学実習において高齢者理解のために用いた看護実践方法の実際 3-3)実習における高齢者理解の方法⑴
老年看護学の講義前後の高齢者イメージの変化 ４ 講義・演習科目受講による高齢者理解の現状と効果（10，12.3％）
老年看護学の講義終了後の高齢者イメージの特徴
老年看護学の講義終了後の高齢者イメージの変化
老年看護学の講義終了後の高齢者イメージの内容
演習を含む老年看護学講義前後における高齢者イメージの変化
老年看護学実習前の認知症高齢者イメージの構造
老年看護学実習前における一般高齢者と認知症高齢者のイメージの比較
老年看護学講義・演習科目による高齢者イメージや老年看護学への関心度の変化
老年看護学講義前後の高齢者に対する意識の変化
老年看護学の講義前後の高齢者に対する意識の変化
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６)【６．学生の特性と高齢者理解の関連】（15コー
ド：18.5％）
このカテゴリは，15コード，３下位カテゴリか
らなり，その内容は，?学生の生活背景による高齢
者理解への影響>，?学生の教育背景や学年進行に
よる高齢者理解への影響>，?学生の心理的特性と
高齢者理解との関連>であった．主なコードは，
［日常生活の高齢者とのかかわり体験における高
齢者イメージの関連］，［学年の異なる学生の高齢
者イメージとエイジズムの関係］，［学生の自己開
示状況と老人観に関する認識との関係］などで
あった．
?．考 察
１．発表年別対象論文数，研究対象，研究の種類
について
発表年別対象論文数は，各年でばらつきはある
が，２件から14件の範囲であった．また，2006年
以降は10件前後の研究論文が発表されていた．こ
うした背景には，「老年看護学」が教育分野として
独立し，その目的・目標の１つである「高齢者理
解」に関する多角的な検討が進められてきている
ことが推察される．また，65歳以上の高齢者単独
世帯が増加し，65歳以上の者がいる世帯のうち三
世代世帯は，2001年度の25.5％から，2010年度に
は16.2％に減少している??．こうした家族構成の
変化は，学生が高齢者と接触する機会の減少へと
つながり，このことが，看護教育における学生の
高齢者理解を検討した研究論文が一定数発表され
ている背景にあると考えられる．
研究対象については，４年制大学と看護系短期
大学の学生で約７割を占めた．また，対象学生の
学年では，短期大学および３年課程看護師養成所
は１，２年生が多く，４年制大学では３年生が多
かった．これは，４年制大学と短期大学および３
年課程看護師養成所におけるカリキュラム構成の
違いによる学習時期の相違が影響している可能性
が考えられた．一方，４年制大学における４年生
や短期大学も含む３年課程の３年生を対象とした
研究論文が少なかった．これらの学年は，各教育
機関の最高年次にあたり，看護基礎教育課程の学
習内容の統合を果たす時期でもある．兎澤??らは，
研究内容のコード カテゴリ（コード数)
老年看護学講義・演習・実習における高齢者イメージの経時的変化 ５ 講義・演習・実習を通した縦断的な学習による高齢者理解の現状
と効果（８，9.9％）老年看護学学習過程における高齢者イメージの経時的変化
老年看護学講義・演習・実習の学習過程における高齢者イメージの経時的変化
老年看護学講義・演習における高齢者イメージの経時的変化
老年看護学講義・演習前後における高齢者イメージの比較
老年看護学講義・実習前後における高齢者イメージの変化の比較
老年看護学講義・演習および健康高齢者実習前後における高齢者イメージの変化
老年看護学の演習・実習における高齢者理解の実態
生活背景に関連する老人イメージ、知識、エイジズムの相違 6-1)学生の生活背景による高齢者理解へ
の影響?
６ 学生の特性と高齢者
理解の関連
（15，18.5％）
老年者観に影響を与える生活背景の内容
生活背景とエイジズムとの関連
祖父母との同居が高齢者イメージに及ぼす影響
祖父母と同居している学生の同居祖父母の健康状態と高齢者イメージの比較
日常生活の高齢者とのかかわり体験における高齢者イメージの関連
生活背景の違いによる高齢者イメージとエイジズムの関係
高齢者との同居や関わり方による老人福祉センター実習の学び内容の相違
高齢者との同居の有無と関わり体験による実習における高齢者イメージの変化
生活背景やエイジズムが高齢者とのコミュニケーションで情緒状態に与える影響
高齢者に関する講義体験の有無が高齢者イメージに及ぼす影響 6-2)学生の教育背景や学年進行による高
齢者理解への影響⑷２年課程と３年課程の学生における痴呆性高齢者イメージ・痴呆性高齢者観の内容
入学時期の異なる学生の老年看護学講義前における高齢者イメージの相違
学年の異なる学生の高齢者イメージとエイジズムの関連
学生の自己開示状況と老人観に関する認識との関係 6-3)学生の心理的特性と高齢者理解との
関連⑴
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連続した積み重ねによる思考の連鎖が高齢者理解
を豊かにすることを述べており，高齢者理解は，
看護基礎教育の一時点を捉えるだけではなく，思
考の連鎖という学習プロセス全体を捉え，学習の
統合段階における変化なども検討していく必要が
ある．
また，教育機関の発表年別対象論文の推移では，
急速な看護基礎教育の大学化にともない，2009年
以降に４年制大学の学生を対象とした研究論文が
増加している．この背景には，大学化による看護
基礎教育の充実・看護の質確保の対策??が挙げら
れる．今後は，各大学の教育カリキュラムの特性
を考慮した高齢者理解に関する学習評価や，大学
教育における高齢者理解の促進に向けた学習方法
などを検討する必要があると考える．
研究の種類別では，質的研究が約５割を占め，
研究方法では内容分析が約３割であった．内容分
析は，記述的データをもとに分類，命名すること
によってある現象を客観的に明らかにする方法
論??であり，対象論文の多くで研究の問いに沿っ
た事象が示され，事象に基づき検討が行われてい
た．今後は，これら質的研究で明らかになった事
象を手がかりに，高齢者理解の教育効果を客観的
に評価できるような尺度開発などが必要である．
データ収集方法は，質問紙法を用いた研究が半
数以上を占め，尺度を使用した研究では，高齢者
イメージを測定したものが多かった．高齢者を支
援する際には，援助者が持つ高齢者イメージや老
人観が，援助者の姿勢やケア内容に影響を及ぼ
す??????と言われている．看護者の高齢者イメージ
は看護に取り組む姿勢の源となり，看護の質・内
容に影響する???ため，学生の高齢者のイメージを
把握し，教育による変化を分析することは，老年
看護学の教育評価において重要である．
用語の定義では，明確な定義を示している研究
は，対象論文の18.2％と少なかった．つまり，高
齢者理解を包含する様々な用語の定義が明確でな
いため，比較検討や研究の積み重ねが困難な状況
にある．今後は，用語の定義を明確にした上で，
老年看護学教育におけるカリキュラムや教育内容
が，学生の高齢者理解にどのように影響するのか
などを検討していくことが必要である．
２．看護学生の「高齢者理解」に関する研究の課
題
わが国の看護基礎教育課程における看護学生の
高齢者理解に関する研究内容を分類した結果，16
下位カテゴリから６カテゴリが形成された．
このうち，【１．高齢者の身体的・心理的特性の
疑似体験学習による高齢者理解への効果】【２．実
習および教授方法の工夫による高齢者理解への効
果】【３．高齢者との相互行為による高齢者理解へ
の効果】【４．講義・演習科目受講による高齢者理
解の現状と効果】【５．講義・演習・実習を通した
縦断的な学習による高齢者理解の現状と効果】は，
学生の高齢者理解を促す目的で展開された教育方
法の効果に関する内容であった．また，これら
【１】，【２】，【３】，【４】，【５】のカテゴリに分
類されたコードは，全体の81.5％であり，「高齢者
理解」の研究は，学生の高齢者理解の深化を目指
す教育方法論の検討に関する内容が多いことが示
された．
このうちカテゴリ【１】，【２】，【３】，【４】は，
教授科目の教育内容や教材を含む教授方法の工夫
による高齢者理解を検討した研究であり，目的の
ある特定の教育実践における高齢者理解を一側面
から「静的」に捉えた内容であった．
カテゴリ【１】，【２】は講義，演習，実習など
の老年看護学関連科目の創意工夫による教育実践
の効果を高齢者理解の視点から検討した研究で
あった．
【１．高齢者の身体的・心理的特性の疑似体験
学習による高齢者理解への効果】は，学生が想像
し難い高齢者の体験世界を意図的に疑似体験でき
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る演習方法を実践し，高齢者理解の内容や高齢者
イメージから学習の効果を検討していた．疑似体
験の方法は，高齢者疑似体験用として市販されて
いる体験セットなどの教材活用やゲームなどのマ
ルチメディア教材の活用，エイジングメイクの実
践など様々な方法が採用され，このカテゴリに分
類されたコードは，全体の22.2％と最も多かった．
疑似体験は，漠然とした高齢者理解を，当事者の
視点を通してより具体的に導く方法論であり，高
齢者の身体，心理・社会的特性の理解とそれを踏
まえた看護の視点を学習する方法として，多くの
教育機関で用いられている．乗松???は，対象の状
況を理解する能力の育成には，知識としての概念
的な学びに体験学習の学びを統合的に理解するこ
との重要性を述べている．高齢者疑似体験は，多
くの教育機関において高齢者の特性を理解する教
育方法として採用され，各教育機関において多様
な効果が示されていた．
【２．実習および教授方法の工夫による高齢者
理解への効果】では，図書，視聴覚教材の活用や
グループワーク，演習内容の組みあわせなど，教
材や教授方法の工夫による学習内容や高齢者イ
メージの変化から高齢者理解への効果を検討して
いた．図書や視聴覚教材は，その内容に加えて，
時代背景や社会描写，制作者の主張や問題意識が
描かれていることが多く???，教材として高齢者が
生きてきた時代を想起しながら思考を拡大するこ
とが期待できる．また，グループワークは学生間
の相互行為を活用した学習のスタイルであり，思
考の広がりを助ける教育方法である．このカテゴ
リに分類されたコードは，全体の19.8％と２番目
に多かった．このことから，高齢者との生活経験
の少ない学生が，高齢者理解を深めることができ
るように，教員は教材や教授方法の工夫により試
行錯誤しながら教育を実践している現状が推察さ
れた．
今後は，学生がこうした創意工夫による教育の
過程でどのような現象を強く捉えるのか，また学
生が捉えた現象と高齢者理解の関連などを明らか
にし，高齢者理解の構造をより具体的なレベルで
蓄積していくことが課題と考える．
【３．高齢者との相互行為による高齢者理解へ
の効果】は，老年看護学実習やインタビューなど
の対話体験学習による高齢者との直接的な関わり
を通して，学習内容や高齢者イメージ，エイジズ
ムの変化から高齢者理解への効果を検討してい
た．このカテゴリに分類されたコードは，全体の
17.3％であり，カテゴリ【１】，【２】と比較する
と少なかった．
看護とは，対象を理解していく過程であると同
時に，対象との相互行為により発展するため，実
習やインタビューという手段を用いた学生と高齢
者との直接的な相互行為が，どのように高齢者理
解に影響しているのかを分析することは，非常に
重要である．
村田ら???は，学生が高齢者の話や生活体験を聞
き交流する体験が，高齢者理解には重要であると
述べている．また，佐野ら???は，学生が実習にお
いて高齢者と実際に関わり，その人の尊厳や尊重
する関わりの重要性を実感することが，エイジズ
ムを弱くする経験になると述べている．このよう
に，高齢者との相互行為による高齢者イメージや
エイジズムへの影響について検討することは意義
が大きい．また，こうした研究の蓄積が，実習に
おける高齢者理解促進のための教授方法の開発に
も繫がると考えられる．
【４．講義・演習科目受講による高齢者理解の
現状と効果】は，老年看護学の講義・演習科目の
受講における学生の高齢者理解に対する効果を，
イメージの実態や変化，意識の変化から検討して
いた．これは，老年看護学教授科目を１つのパッ
ケージとして捉え，教授科目における高齢者理解
を捉えた研究であった．しかし，佐藤ら???は，老
年看護学の授業形態は，限られた時間に伝える内
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容が多く，学生への言語的伝達が中心で，一方的・
受け身的学習になりやすいため，構成を工夫し，
学生が能動的に授業に取り組めるように計画する
ことが責務であると指摘している．対象論文では，
こうした老年看護学の教授科目の全体像を捉えた
教育内容，効果の検討だけでなく，カテゴリ【１】，
【２】のように，老年看護学教授科目の授業構成
の創意工夫などによる教育の検討もされていた．
【５．講義・演習・実習を通した縦断的な学習
による高齢者理解の現状と効果】は，学生の学習
進行，積み重ねという学習の縦断的な視点を捉え，
高齢者イメージの変化などから高齢者理解に対す
る効果を検討していた．これは，高齢者理解を老
年看護学の教授科目や学年の進行という「動的」
な視点から捉えた内容でもあった．しかし，この
カテゴリに分類されたコードは全体の9.9％と最
も少なかった．亀山???らは，真の高齢者理解は，
個人の体験や学習の蓄積により理解のレベルに相
違があるのではないかと指摘している．そのため，
学習者である学生が，様々な学習や経験を統合し
ながら高齢者理解を深めていくというレディネス
や成長過程を捉えた高齢者理解の検討が課題であ
る．
【６．学生の特性と高齢者理解の関連】は，学
生の家族背景や高齢者との相互行為の経験の量や
質と高齢者理解の関連を検討している研究であっ
た．このカテゴリに分類されたコードは全体の
18.5％であり，その多くは，学生の生活背景，高
齢者との同居や関わりの程度，学習背景の違いな
どによる高齢者理解の関係を検討した内容であっ
た．
平成22年度の国民生活基礎調査???によると，高
齢者のいる世帯は全体の４割を占め，その一方で
３世代世帯は16.2％で減少の一途であることが示
されている．そのため，学生は高齢者との生活体
験が乏しく，日常生活において高齢者を捉えるこ
とが困難になっている．学生は，関わりを通じて
高齢者の反応を読み取りながら高齢者理解を進め
ていく特徴がある???ため，実習などで出会う高齢
者との相互行為は，その後の学生の高齢者理解に
大きく影響する可能性が考えられる．特に，関わっ
た高齢者の特性や学生との相互行為の質などは大
きな影響要因となる．そのため，学生個々が学習
や相互行為などを通して体験した内容，感情，思
考などを言語化するとともに，個人の体験の詳細
を分析し，学生が高齢者理解を深めていく過程を
客観的に測定できる用具の開発などが必要であ
る．
３．本研究の限界および今後の課題
本研究は，看護基礎教育課程の学生の高齢者理
解に関する複数のキーワードを設定し，文献を抽
出したが，高齢者理解の概念そのものが大きいた
め，設定したキーワードだけでは関連する文献全
てを抽出できたとは言い難い．看護学生は「老年
看護学」において高齢者理解に関する学習をして
いることが多いため，幅広いキーワードを設定す
ることで，さらに詳細な全体像を捉えた検討が可
能になると考える．また，今回の研究内容の分類
は，共同研究者間の検討であり，客観的な信頼性
の判定まで実施していない．そのために，高齢者
理解に関連するキーワードを拡大しながら更に研
究論文を検討するとともに，信頼性の確保に向け
てカテゴリを洗練する必要がある．
さらに，研究内容の概観のみならず，研究の成
果にも焦点化し研究論文を検討していきたい．
?．結 論
国内の看護基礎教育過程における看護学生の高
齢者理解に関する研究の動向を分析し，課題を検
討することを目的に，2002年から2011年に医学中
央雑誌Web版に発表された77件の文献を検討し
た結果，以下の結論を得た．
１．発表年別対象論文数は２件から14件であり，
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2006年以降は10件前後の研究論文が発表されて
いた．研究対象は，４年制大学と看護系短期大
学の学生を合わせて約７割を占めた．
２．研究の種類は，質的研究が45.5％と最も多
かった．また，質問紙法を用いた研究が半数以
上であり，尺度を用いた研究では，高齢者イメー
ジに関するものが多かった．用語の定義のある
研究論文は，全体の２割に満たなかった．
３．高齢者理解に関する研究内容を分類した結
果，16下位カテゴリから６カテゴリに分類され
た．カテゴリは，【１．高齢者の身体的・心理的
特性の疑似体験学習による高齢者理解への効
果】【２．実習および教授方法の工夫による高齢
者理解への効果】【３．高齢者との相互行為によ
る高齢者理解への効果】【４．講義・演習科目受
講による高齢者理解の現状と効果】【５．講義・
演習・実習を通した縦断的な学習による高齢者
理解の現状と効果】【６．学生の特性と高齢者理
解の関連】であった．
４．今後は用語の定義を明確にした上で，学生
個々が学習や相互行為などを通して体験した内
容や感情，思考などを言語化するとともに，個
人の体験の詳細を分析し，学生が高齢者理解を
深めていく過程を客観的に測定できる用具の開
発などが必要である．
５．学習者である学生が，様々な学習や経験を統
合しながら高齢者理解をしていくという，学生
の成長過程を捉えた高齢者理解の検討が必要で
ある．
なお，本研究は，平成24年度 群馬県立県民健
康科学大学 共同研究費の助成を受けて行った研
究の一部である．
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to Changes in Nursing Students’Understanding of the Elderly:
Analysis of Research Published Between 2002 and 2011
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Objective:To investigate domestic research trends in basic nursing education programs related to
 
changes in nursing students’understanding of the elderly.
Methods:Related literature published between2002and2011was identified by searching the Igaku Chuo
 
Zasshi database using the following keywords:“understanding the elderly”,“views on aging”,“images of
 
the elderly”and “ageism”. Descriptive statistics and content analysis were then performed on the
 
resulting selections.
Results:A total of77documents were selected for analysis,45.5％ of which were chosen for qualitative
 
research. The following six categories were extracted from the data:(1)Evaluation of experiential
 
learning related to the physical traits and psychological peculiarities of the elderly;(2)Evaluation of
 
learning about the elderly based on assessments of course content and teaching methods;(3)Evaluation
 
of learning based on interaction with the elderly;(4)Evaluation and effectiveness of current ger-
ontological nursing education to provide an understanding of the elderly;(5)Evaluation and effective-
ness of current gerontological nursing education to provide an understanding of longitudinal changes
 
experienced by the elderly;and(6)How the individual characteristics of students are related to under-
standing of the elderly.
Consideration:Integrating the content learned in nursing education with personal experience brings a
 
deeper understanding of the elderly,and examining the structure of this understanding promotes improve-
ments in the growth process of students.
key word:understanding the elderly,views on aging,nursing students,basic nursing education
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